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第 1 問 
[1] 

ア・イ 

08 >- x かつ 02 >-x より， 

82 << x  

ウエ・オカ・キ 

 10 << a において， ( ) ( ) ( )2log8log8log2 2 ->-=- xxx aaa のとき， 

 ( ) 28 2 -<- xx   

066172 <+-\ xx  
ク・ケ 

 ( )( ) 011666172 <--=+- xxxx より， 116 << x  

 これと 82 << x より， 

 86 << x  

コ・サ 

 ( )( ) 011666172 >--=+- xxxx より， 6<x ， x<11  

 これと 82 << x より， 

 62 << x  
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[2] 

シ・ス 

2
12cos =b ， pb 220 ££ より， ppb

3
5,

3
2 =  ppb

6
5,

6
=\  

セ・ソ・タ・チ・ツ・テ 
pbb 2220 21 £<£ ， 1sin0 ££ a より， 

12b と 22b の値の範囲は，
2

20 1
pb ££ ， pbp 22

2
3

2 ££  
4

0 1
pb ££\ ， pbp ££ 24

3  

 また， 12 222 bpb -=  pbb =+\ 21  ・・・① 

 さらに， ba 2cossin = より， bppa 2cos2
2

cos =
þ
ý
ü

î
í
ì

+÷
ø
ö

ç
è
æ - n  bpa

=
-

+\
4

14
2

n
 ・・・② 

 ①，②より， 1b と 2b のどちらか一方が pa
4

14
2

-
+

n
（a の係数が正）と表されるとき， 

もう一方は papap
4

54
24

14
2

+-
+-=÷

ø
ö

ç
è
æ -

+-
nn

（a の係数が負）と表されるから， 

44
14

2
0 1

pbpa
£=

-
+£

n
となる場合と pbpap £=

-
+£ 24

14
24

3 n
となる場合に分ける。 

 
44

14
2

0 1
pbpa

£=
-

+£
n

となる場合 

0=n ， pap
££

2
のときであり，このとき

421
pab -=  pabpb

4
5

212 +-=-=\  

pbpap £=
-

+£ 24
14

24
3 n

となる場合 

   1=n ，
2

0 pa ££ のときであり，このとき， pab
4
3

22 +=  
4221
pabpb +-=-=\  

 以上より， 

 
2

0 pa <£ のとき，
241
apb -= ，

24
3

2
apb +=  

 pap
££

2
のとき，

241
apb +-= ，

24
5

2
apb -=  

 補足 

  
þ
ý
ü

î
í
ì

+÷
ø
ö

ç
è
æ += ppba n2

2
2sinsin より， pab

2
142 +

-=
n

とおいて求めてもよい。 
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ト・ナ・ニヌ・ネ 
pbb =+ 21 より， 

( )

pba

bb
ba

bb
a

3
1

6
1

6
2

6
1

32

1

21
1

21

++=

+
++=++

　　　　　　

 

 
2

0 pa <£ のとき 

241
apb -= より， papapa

bb
a

8
3

12
11

3
1

246
1

32
21 +=+÷

ø
ö

ç
è
æ -+=++  

p
bb

ap
6
5

328
3 21 <++£\  ・・・① 

pap
££

2
のとき 

 
241
apb +-= より， papapa

bb
a

24
7

12
13

3
1

246
1

32
21 +=+÷

ø
ö

ç
è
æ +-+=++  

 p
bb

ap
8

11
326

5 21 <++£\  ・・・② 

①，②より， 

p
bb

ap
8
11

328
3 21 <++£  

ノ・ハヒ・フ 

÷
ø

ö
ç
è

æ
++=

32
sin 21 bb

ay  p
bb

ap
8
11

328
3 21 <++£ より， 

232
21 pbb

a =++ のとき， yは最大値 1 ととる。 

また，
232

21 pbb
a =++ となるのは， p

bb
ap

6
5

328
3 21 <++£ のとき， 

すなわち
2

0 pa <£ のときであり， 

このとき， pa
bb

a
8
3

12
11

32
21 +=++ より，

28
3

12
11 ppa =+  

pa
22
3

=\  
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第 2 問 
(1) 

ア・イ・ウ 

 ( ) 3xxgy == とおくと， 

 点 P ( )3,aa における接線の方程式は， ( )( ) ( ) 323 3 aaxaaaxagy +-=+-¢=  

 32 23 axay -=\  

エ・オ・カキ・ク 

 Cの点 P は ( )3,aa ，Dの点 P は ( )qpaaa ++2, と表されるから， 

 qpaaa ++= 23  ・・・① 

 ( ) qpxxxhy ++== 2 とおくと， ( ) ( )ahag ¢=¢ より， 

 paa += 23 2  ・・・② 

 ①，②より， 

 aap 23 2 -=  

 232 aaq +-=  

(2) 

ケコ・サ 

 aap 23 2 -= ， 232 aaq +-= より， 

( ) ( ) 2322 223 aaxaaxxh +--+=  

これと ( ) bh =0 より， 232 aab +-=  

シ・ス・セ・ソ・タ・チツ・テ 

 ( ) 232 xxxf +-= より， ( ) ( )13226 2 --=+-=¢ xxxxxf  

 したがって，増減表は次のようになる。 

 ( )
( ) ¯­¯

-+-¢

27
10

00
3
10

xf

xf

x

 

 よって，関数 ( )xf は， 0=x で極小値 0 をとり， 

 
3
1

=x で極大値
27
1
をとる。 

 関数 ( )xf のグラフをかくことにより，
27
10 << b のとき， 

 232 aab +-= を満たす aの値の個数は 3 であることがわかる。 
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(3) 

ト・ナ・ニ 

( ) 2322 223 aaxaax +--+ が重解をもつことと同じだから， 

判別式＝ ( ) ( ) ( ) 049492423 3342322 =-=-=+--- aaaaaaaa  

 0=\a ，
9
4  

ヌ・ネノ 

 放物線 1D の式は， 2xy =  
 放物線 2D の式について 

  ( ) 0223 2322 =+--+ aaxaax の重解をa とすると， 

  解と係数の関係より， ( )aa 232 2 --=a  

  ( ) ( )23
2

23
2
1 2 --=--=\ aaaaa  

  
9
4

=a より， 3

2

3
2

9
4

9
2

3
6

3
4

9
2

=×=÷
ø
ö

ç
è
æ -×-=a  

  

2

3

2

3
2

÷÷
ø

ö
çç
è

æ
-=\ xy  

 放物線 1D と放物線 2D は，頂点が x軸上にある合同な放物線だから， 

 3

3

2

3
2

2
3
20

=
+

=x に関して対称である。 

 [ ]
10

43

3
3
2

0
33

2

0

2

3
2

3
2

3
2

3
22 33 =÷

ø
ö

ç
è
æ==\ ò xdxx  
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1 : xyD =  
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çç
è

æ
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2

3
2  
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2
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第 3 問 
アイ・ウ・エオ・カキ・ク・ケ・コ・サ・シ 
公差を dとすると， daa 325 =- より， 

2
3

25 -=
-

=
aa

d  

3
1

21
-

=-= daa  

( )
3
5221

3
1

+-=-×-+-= nnan  

3
2

2
3
52

3
1

2
21 +-=×

÷
ø
ö

ç
è
æ +-+-

=×
+

=´= nn
n

n
aa

S n
n 項数項の平均値  

ス・セ・ソ・タ・チ・ツ・テ・ト・ナ・ニ・ヌ・ネ 

 ①について， 1=n のとき， 

111 3
4 Sbb += ， 11 aS = より，

3
1

3
4

11 -= bb
 

11 =\b  

 1
1

1

1
+

=

+

=

+=åå n

n

k
k

n

k
k bbb について， 

nn

n

k
k Sbb +=å

= 3
4

1

より， 11

1

1 3
4

++

+

=

+=å nn

n

k
k Sbb  

よって， 

111 3
4

3
4

+++ ++=+ nnnnn bSbSb  

( )

( )

3
12

3
4

3
512

3
4
3
4
3
4

3
1

1

11

++=

-++=

-=

--=\

+

++

nb

nb

ab

SSbb

n

n

nn

nnnn

　　　　

　　　　

　　　　

 

 1641 ++=\ + nbb nn  

 ( ) ( )baba ++=++++ nbnb nn 411 とおくと， aba -++=+ 3341 nbb nn  2=\a ， 1=b  

 ( ) ( )1241121 ++=+++\ + nbnb nn  

 数列{ }nc は， 412111211 =++=+×+= bc ，公比 4 の等比数列だから， nn
nc 444 1 =×= -  

 これと 12 ++= nbc nn より， 

124 --= nb n
n  
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第 4 問 
ベクトル合成のコツは矢印を継ぎ足すことにある。 

 

 
(1) 

ア・イ・ウ 

 OB
2
1OCCMOCOM +=+=   cb 

+=\
2
1OM  

 OB
4
3OAAD

4
3OAANOAON +=+=+=  ba



4
3ON +=\  

 

 

 

A
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D
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O

N

M

L
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(2) 

エ・オ・カ 

( )

( )( )

( )csbsas

abscas

ss





-++÷
ø
ö

ç
è
æ -=

÷
ø
ö

ç
è
æ +++-=

+-=

1
2

1

2
11

OLOF1OP

　　

　　  

キ・ク・ケ・コ 

( )

csbsas

cbcsbsas





-÷
ø
ö

ç
è
æ -+÷

ø
ö

ç
è
æ -=

÷
ø
ö

ç
è
æ +--++÷

ø
ö

ç
è
æ -=

-=

2
1

2
1

2
11

2
1

OMOPMP

　　

　　  

cba

cbba





-+=

÷
ø
ö

ç
è
æ +-+=

-=

4
1

2
1

4
3

OMONMN

　　

　　  

MNMP k= とすると， 

a

，b


， c


は互いに独立なベクトルだから， 

MP とMN の a

，b


， c


の係数について， 

ksss

=
-
-

=
-

=
-

1
4
1

2
1

1
2

1
 

が成り立つ。 

ksss
==-=-\ 24

2
1  

3
2

==\ ks  

よって， 

3
2

=s のとき， MN
3
2MP = となるので，M，N，P は一直線にある。 
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(3) 

サ・シ・ス・セ・ソ・タ 

(2)より，OGは， ( )csbsas 
-++÷

ø
ö

ç
è
æ -= 1

2
1OP において，

3
2

=s のときのベクトルだから， 

( )cba

cba





++=

++=

22
3
1

3
1

3
2

3
2OG

　　

 

( )
( )cba

cbaca





22
3
1

22
3
1

OGOFGF

+-=

++-+=

-=

　　

　　  

 

( ) ( )

( ) ( )
9

,,04080412645
9
1

48444
9
1

22
3
122

3
1GF

222

2

=

^^^×+×-×-++=

÷
ø
ö

ç
è
æ ×+×-×-++=

þ
ý
ü

î
í
ì +-×

þ
ý
ü

î
í
ì +-=

　　　

　　　　　　

　　　

accbba

accbbacba

cbacba








 

 3GF =\  

チ・ツテ・ト・ナ・ニ・ヌ・ネ 

( )cba 
22

3
1GF +-=  

( )
( ){ }ctba

cbact





1322
3
1

22
3
1

OGOHGH

-+--=

++-=

-=

　　

　　  

( ) ( ){ }
( )

( ){ }

3
162

31326452
9
1

13242
9
1

132222
9
1GHGF

222

+=

×-++×-=

þ
ý
ü

î
í
ì -++-=

-+--+-=×\

t

t

ctba

ctbacba

　　　　　

　　　　　

　　　　　



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2
3

GM

GF

MGHcosGHGM

FGHcosGHGF

GHGM

GHGF
==

Ð×

Ð×
=

×

×
  

GHGM
2
3GHGF ×=×\  

これと
3

162GHGF +=× t ，
3

102GHGM +=× t より， 

÷
ø
ö

ç
è
æ +=+

3
102

2
3

3
162 tt  

 
3
1

=\t  

 

A

B

C

D

E

F

O

N

M

L

H

G


